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特集のねらい

萌芽期から推進管材の規格化，積算体系の確立を経て

機械推進に至る時代を第一世代とするなら，新しい掘

進工法，測量技術，材料の開発に裏打ちされた，小口

径推進や超長距離推進，急曲線推進など，「こんなこと

も推進工法でできるんだ!」という第一世代の常識の壁

を破った第二世代も経験してきました。では，現在は？

これからは？という問いが生まれますが，これからの

推進技術や推進工法が，どのような言葉で総括でき

る時代になるかは，残念ながら何年か先でないと明言

できません。しかし，掘進機，施工，材料などに従事

している技術者には，これから目指していくべきもの

が，おぼろげながら見えているのではないでしょうか？

我々，推進工法のサポーターとしては，第三世代の推

進技術がどのような姿を現してくるか，とても楽しみ

に未来を待っているところです。

　さて，第三世代の推進技術として“安全で安心”か

ら派生する探査技術やIT化なども期待されるところで

すが，本号では一つの重要なキーワードになるであろ

う“環境”を取り上げてみました。世界中で地球環境

問題についての議論が活発になってきたのは，1992年

にブラジルで開催された地球サミットからのように記

憶していますが，近年，加速度的に増加する異常気象

や，アル・ゴア元副大統領によるドキュメンタリー映

画「不都合な真実」などにより，ますます環境や低炭

素社会についての問題意識は身近なものになってきて

います。

　推進工法を含む非開削工法は，従来から“地球を掘

り返さない地球に優しい技術”といわれてまいりまし

た。渋滞回避によるCO2削減や残土処分量の削減など

地球環境問題に貢献できる技術です。

　しかし一方で，推進工事は泥水や泥土が発生する工

法でもあり，平成17年に施行された“公共工事の品質

確保の促進に関する法律（品確法）”の目的にも明言さ

建設のための非開削技術”における環境への取り組み

について原稿を募集しました。建設汚泥を減量しよう

という技術，あるいは有効利用しようという技術のほ

かに海中施工においての汚染防止技術，シールドと推

進の融合による長距離管路布設→立坑数を少なくする

工夫，またヒューム管製造時のスラッジ水再利用技術

など，環境に優しい推進工法をさらにブラッシュアッ

プする技術記事が集まりました。

　本誌は道路管理者をはじめとして，普段あまり非開

削技術に接しない人々に技術を知ってもらうことを大

きな目的の一つとしております。施工サイドの情報誌

というだけではなく，住民との合意形成，住民参加型

事業のために，広く非開削技術というものを知っても

らうことが非常に重要な使命ではないかと思っていま

す。市役所のロビーなどに本誌が置かれ，住民のひと

りでも多くが非開削技術を知り，環境のことを考えて

もらえれば編集委員会一同にとって一番の喜びです。

No.64
2008 .7

下水道では取付管となりますが、水道、電力、ガス、通
信で用いる管路の大部分はこれにあたります。口径が小
さな極小口径管の建設技術を特集しています。

No.65
2008 .10

主に下水道で使用される口径200mm以上で人の管内作
業が禁止される口径700mm以下の小口径管路の建設技
術を特集

No.66
2009 .1

人の管内作業が許される口径800mm以上の大中口径管
路の建設技術を特集

No.67
2009 .4

地中の管路の内側から管体の状況、侵食、破損状態、ク
ラックの有無などを調査、探査する技術を特集

No.68
2009 .7

地中の管路の埋設位置、大きさ、状態などを地上から調
査、探査する技術を特集

No.69
2009 .10

管内の人的作業も許される大中口径（口径が800mm以
上）の管路の管理、修繕、更生などの技術を特集

No.70
2010 .1

人的作業が禁止される小口径管路の管理、修繕、更生の
技術を特集

No.71
2010 .4

推進工法用の掘進機で老朽した既設管を破砕、除去しつ
つ、同位置に新管を敷設する改築推進技術を特集


